
９年間の学び・ふれあいをつなぐ小中一貫教育校 子どもへのまなざし運動実施中 

 

芙蓉校だより ２０ 号  芙蓉校スローガン ～「学び ふれあい 伸びゆく芙蓉」～ 

                                                                       令 和 ６ 年 １２ 月 １６ 日 

                                                                        佐賀市立小中一貫校芙蓉校 

                                                                       小学部８７名・中学部４１名                                                                      

 

 

１２月６日（金）の午後に、「安心で安全な地域部会」「自主防災会議」「蓮池公民館」の共同主催で、学校と

地域とが連携した「防災学習」が実施されました。たくさんの地域の方にご参加いただき、大変、有意義な防災

学習となりました。 

防災学習では、まず、SPF（一般社団法人 佐賀災害支援プラットホーム）の新中さんに災害講習を行ってい

ただきました。視聴した映像（浸水した家屋や土砂崩れ等）からは、大雨の怖さが一目瞭然で伝わってきました。

その後の土嚢作りでは、「安心で安全な地域部会」の園田さんが手作りしてくださった「土嚢たたき」を使って、４

年生以上の児童生徒が実際に土嚢を作ったり積んだりする体験をしました。また、閉会後には、児童生徒全員に

防災食を配布していただきました。珍しい防災食に児童生徒は目を輝かせている様子でした。 

学校と地域とが連携した防災学習は、今年度が第 1回目の実施でした。次年度以降も計画的に実施を進め

ていく予定です。お世話くださいました「安心で安全な地域部会」「自主防災会議」「蓮池公民館」、SPFの皆さ

ま、ご参加くださいました地域の皆さま、大変、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【SPC講師（新中さん）による講話】   【防災食の配布】                【土嚢作りの説明】 

 

 

１２月１０日（火）、１１日（水）、１２（木）の３日間で、２年生が「ポムドール」「蓮池郵便局」「小松ストア－」の

取材に出掛けました。これは、生活科の学習の一環で実施したもので、町の様々な「場所」や「人」との出会いを

通して、町の多様性や自分たちの生活を支えてくれている人たちの存在に気付くことを目的にしたものです。 

町探検から帰ってきた２年生は、「いっぱいお話しができたよ！」「初めて仕事の様子を見たよ！」などと大変喜

んでいました。町探検が子どもたちにとって、自分自身と社会とのつながりを発見する貴重な機会になったこと

がよく伝わってきました。地域への愛着もさらに高まった様子です。「ポムドール」様、「蓮池郵便局」様、「小松ス

トアー」様、町探検にご協力いただき、大変、ありがとうございました。 

「学びを積み重ねよ。勉学と鍛錬を怠るな。」 

学校と地域とが連携した「防災学習」を実施しました！ 

２年生の町探検の様子から 

【児童・生徒の感想】 

・ハザードマップを見たら、蓮池町でも、津波で浸水することが分かりました。そして、大きな地震も起

こる可能性が高いことを知りました。他人事とは思わず、きちんと備えをしたいと思いました。 

・自動車が川に流される映像を見てびっくりしました。大雨はとても怖いと思いました。 

・「防災は知ることから」と新中さんから教えてもらいました。大雨や地震が発生したらどうなるのか、

もっと詳しく知って、蓮池に住む人たちを全員助けられるようになりたいです。 

・土嚢作りは、はじめは簡単だと思ったけれど、実際に作ってみたら難しかったです。特に紐を巻くのが

難しかったです。だから、実際に体験できてよかったです。 

・土嚢を初めて積みました。積み方の「こつ」が分かって、とても勉強になりました。 

・初めての体験で楽しかったです。また、防災学習をしてみたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

  

【ポムドール見学の様子】      【郵便局見学の様子】      【小松ストアーの様子】 

 

                   

「ふよっこ」の皆さまには、毎月、児童の心を豊かにする「読み聞かせ」を行っていただいています。12月１２日

（木）は、今年最後の読み聞かせでした。どの学年でも素敵な読み聞かせに表情を様々に変えながら聞き入り、

心を温かくしている児童の様子が見られました。 

「ふよっこ」の皆さま、今年も大変お世話になりました。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月７日（土）に蓮池公民館で行われた「クリスマスツリー飾り」「クリスマスケーキ作り」に

は、芙蓉校から 25 名の児童生徒が参加しました。 

「クリスマスツリー飾り」では、蓮池公民館の玄関に置かれた３メートルのツリーに、用意してい

ただいたオーナメントやベルなどを美しく飾りました。また、窓ガラスには、クリスマスステンシル

も施しました。そして、蓮池公民館がすっかりクリスマスの雰囲気になった中、「ポムドール」さんに

ご協力いただきながらクリスマスケーキを作りました。保護者の皆さまにもお手伝いいただき、一人

一人が思いを込めてクリスマスケーキを作ることができました。 

お世話くださいましたまちづくり協議会子どもの未来づくり部会の皆さま、大変、ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【ステンシル】     【クリスマスケーキ作りの説明】     

※保護者や地域の皆様の声をお聞かせください。  ℡ 97-1171文責 副校長 坂本 康子 

お話会の様子から  ～「ふよっこ」の皆さまによる読み聞かせ～ 

（蓮池公民館） クリスマスツリー飾り、ケーキ作りがありました 

【児童の感想】 

・クリスマスの絵本を２冊も読んでくださいました。クリスマスの前日は、早く寝ようと思いました。 

・「ふざけんぼうのサンタクロース」の絵本で、ふざけんぼうのサンタクロースがチャンピオンになったと

ころが面白かったです。また、自分でも読んでみたいと思いました。 

・「かさこじぞう」のお話で、心の優しいおじいさんとおばあさんが幸せになったのでよかったです。 

・「もうじき食べられる ぼく」の絵本では泣きそうになりました。家族の愛情は、人間も動物も同じだと

思いました。命を大切にできる人になりたいです。 
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